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【ごあいさつ】

【そっと教える授業のテクニック　27】

「日本文化と日本事情」
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★☆★☆★ごあいさつ★☆★☆★

　メルマガ「こうししつ」に関するアンケートにご協力いただきありが
とうございます。みなさんがこのメルマガをどのように利用し、そして
これからどんなことを期待していただいているか、いろいろな感想を読
ませていただきました。みなさんのご意見を参考にしながら、いっそう
喜ばれるメルマガを目指してがんばりたいと思います。

このアンケートのなかで、今後どのようなテーマを扱ってほしいか、
という質問に対し、いろいろな答えをいただきましたが、「日本文化、
日本事情」に関するものが意外に多かったようです。で、さっそく本日
は「日本文化と日本事情」についてです。
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●●●「日本文化と日本事情」●●●

　「日本事情」と「日本文化」はどうちがうのでしょうか。わたし（三
浦）はある日本文化をテーマにした学会に出席して、自分が実際に授業
でどのような取り組みを行ったかを少し話したことがあります。そのと
きあるえらーーい大学の先生から「それは日本文化ではなくて日本事情
だろう」といわれました。わたしは日本事情は日本文化の一部だと思っ
ていましたから、何を言われているか、よくわかりませんでした。でも
この先生はあまりに偉い先生だったので、わたしはどこがどう違うのか
を聞くことができませんでした。（これも日本文化です。）

　「日本文化」と聞いて何が思い浮かぶでしょうか。「歌舞伎」「いけば
な」「茶道」「相撲」などは、どれも日本の伝統文化といわれるものです。
「内と外を使い分ける」「あまり本音を語らない」「男性中心社会」など
は、古くからのものの考え方や慣習などにまつわる文化であるといえる
でしょう。ではこの先生がいう「日本事情」とはなんなのでしょうか。
「家に入るときは靴を脱ぎます」「ごみを出す曜日が決まっています」
「学校には制服があります」といったようなとても身近で、日本で生活
するうえでぜひ、知っておかなければならない知識、というようなこと
でしょうか。

　わたしは「日本事情」と「日本文化」は密接に関係しているものだと
思っています。「日本文化」を感じるということは「日本事情」を学ぶ
ということであり、「日本事情」を学ぶということが「日本文化」を感
じることにつながると思うからです。たとえばお金を下ろすための、銀
行の「ATMの使い方」という「日本事情」を学習したとしましょう。日
本のATMはたいへん精密で、振込みも預け入れもできます。また振込み
の際にはコインのおつりまで出てきます。ここまで精密に細かくするこ
との裏には日本人の勤勉さや熱心さ、仕事に対するていねいさなどの文
化が存在しています。学習者は「ATMの使い方」という「日本事情」を
学ぶことによって、日本人の仕事に対する姿勢、といったような「日本
文化」を感じることができる、といえます。

　「これが日本だ、日本人はこんな民族だ」というようなたいへんステ
レオタイプ的な日本人像はありません。日本、日本人像というのは日本
や日本人について考えている人々、それぞれの心の中に存在しているの
だと思います。日本人であるわたしが抱いている日本や日本人のイメー
ジと、同じく日本人であるわたしの妻が持っているイメージは別のもの
です。それぞれが生まれてから今までに得た知識や経験に基づいて、心
の中の日本人像が形作られているわけです。つまりわたしが持っている
日本のイメージというのはわたしだけのものであって、それを一般的な
ものだといって、学習者にインプットすることはできない、ということ
になります。

　みなさんの学校で日本語を学ぶ学習者の方々も、漠然とした日本人の
イメージを抱いていると思います。でも特に海外で学んでいる人たちに
は、イメージを抱くための材料が圧倒的に不足しているといえるでしょ
う。わたしたち日本語教師の仕事は、様々な機会を利用して、学習者が
それぞれの日本や日本人のイメージを組み立てていくためのお手伝い
をしていくことではないでしょうか。

　では具体的にはどのような方法があるのでしょう。一番手っ取り早い
のは、日々の授業の中に、こういった日本事情の種や、文化を感じるた
めの材料を混ぜていくことです。例えば「いくらですか。」「これをくだ
さい。」といった買い物表現を学習する際には、日本のスーパーのチラ
シなどを使って練習することができます。チラシはなかなか手に入りま
せんが、その気になれば日本在住の知り合いに送ってもらうこともでき
るし、ダイエーやJUSCOといった大手スーパーマーケットのサイト
（http://www.aeon.jp/shopping/toku/chirashi/index.html）に入ると
最新のチラシがダウンロードできます。
　日本のスーパーのチラシを使って、会話の練習をやりながら、日本の
スーパーではどんな野菜が売られているのか、肉はどんな形でパックさ
れているのか、大体値段はどの程度なのか、など、ブラジルでのそれと
比較しながら、日本人の食習慣、経済感覚などについて学習していくこ
とができます。

　「あります、います」の存在文の練習をするときには、日本地図に有
名な都市や観光地を書いたものを利用して、「富士山は静岡県にありま
す。」といった文を練習します。練習しながら富士山にまつわる話を紹
介したり、写真を見せたりすることで学習者の日本のイメージが少しだ
け膨らむかもしれません。

　日にちの言い方を練習するときにも、日本の祝日やお祭りの日付けを
練習することができます。「１月１日は元旦です。５月５日はこどもの
日です。」といいながらそれぞれの意味を紹介し、写真を見せたりでき
ます。

　他にもみなさん既にいろいろな工夫をなさっていることと思います。
「日本文化」や「日本事情」は教えられるものでも理解するものでもあ
りません。学習者自身が自分で感じ、自分で作り上げていくものだと思
います。そのためには、われわれ教師が客観的に、文化を感じるための
材料を提供していく必要があるのでしょう。
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　６月２６日から大阪の国際交流基金関西国際センターで実施された
「高校生日本語学習奨励研修」に参加したマリンガのラリッサさんとス
ザノのジョゼッキ君が帰ってきました。二人とも、たくさんの楽しい思
い出と、大勢の友達を作ってきたようです。そしてまた日本へいけるよ
う、これからももっと日本語の勉強をがんばるといっていました。

メルマガ「こうししつ」では皆さんのご意見、お便りをお待ちしてい

ます。ご意見・ご質問は　prof@fjsp.org.br

　電話11-3288-4971
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国際交流基金サンパウロ日本語センター講師室

メルマガ「こうししつ」発行責任者　三浦多佳史

ポルトガル語　遠藤クリスチーナ麻樹

みうらのサイト
日本語を学ぶ人と日本語使って日本を研究している人
のための情報のページ
http://homepage3.nifty.com/miuratakashi/
「メルマガこうししつ」バックナンバーを公開中
是非一度ご覧下さい
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